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実施機関名・連携機関名 

岡山大学大学院教育学研究科 

事業名︓【NITS・岡山大学教職大学院コラボ研修】 学校リーダーを対象とした ESD 研修 
 
主タイトル及び副タイトル 

「学校リーダーを対象とした ESD 研修」 
 学校リーダーが語る。ESD のホールスクールアプローチについて、探究⼼を持ちつつ⾃律的に学ぶ。 

開催⽇時︓令和７年 12 月 26 ⽇（⾦） 13 時 30 分〜16 時 
開催場所︓⽇本出版クラブビル（東京都千代田区神田神保町 1-32） 
参加⼈数（総数）と参加者の属性︓（43 ⼈）学校⻑ 6 ⼈、一般教員 14 ⼈、教職大学院生 23 ⼈ 

うち、オンサイトでの参加（13 ⼈）、オンラインでの参加（30 ⼈） 
⽬的︓ 

ESD（持続可能な開発のための教育）のホールスクールアプローチ（Whole School Approach、学校包
括型アプローチ）は、ESD 推進の鍵である。令和 3 年 5 月改訂の⽇本ユネスコ国内委員会による『持続可能
な開発のための教育(ESD）推進の手引)』では、各学校における ESD 実践に向けてのポイントとして、ESD 推
進のためのカリキュラム・デザインとともに、ESD 実践における機関包括型アプローチの促進が挙げられている。ま
た、全国のユネスコスクールの教員が参画し作成した『学校教員による ESD の評価づくり』（ユネスコ・アジア文
化センター（ACCU）編集、令和 5 年 2 月発⾏）においても、ESD 実践における学校の基本的なあり方とし
てホールスクールアプローチが挙げられており、その内容として(1)学校の運営、(2)教室内外の学び、(3)設備と
環境、(4)地域との連携が重要であることが指摘されている。しかし、このアプローチの中⼼を担うべき学校リーダー
については、ESD 研修の機会はこれまでほとんど保障されてこなかった。 

以上を踏まえ、本事業では、ESD のホールスクールアプローチの実践を支援するために、学校リーダーを対象と
した ESD 研修を実施する。研修の目的は、学校リーダーが ESD のホールスクールアプローチについて「探究⼼を
持ちつつ⾃律的に学ぶ」ことであり、研修の目標はその実践に必要な気付きを得ることであった。 

内容︓※全体発表の内容をテープ起こしするなど、具体的に記載すること。 

時 期 内 容 備 考 
11 月中旬 
 
 
11 月下旬から
1 月初旬まで 
 
 
1 月初旬 
 
 
1 月下旬 

打合せ（学校リーダーを対象とした ESD 研修の開発についての協
議・検討） 
 
研修（学校リーダーを対象とした ESD 研修の実施（⾃習教材を
用いた研修、並びに 12 月 26 ⽇に【NITS・岡山大学教職大学院
コラボ研修】学校⻑を対象とした ESD 研修を開催） 
 
打合せ（学校リーダーを対象とした ESD 研修の評価について協議・
検討） 
 
打合せ（学校リーダーを対象とした ESD 研修の報告書について協
議・検討） 

 
 
 
12 月 26 ⽇の研修（公開）
について、参加者 43 ⼈、東
京・⽇本出版クラブビル 

 
12 月 26 ⽇の研修（公開）では、ESD のホールスクールアプローチについての講演とランドテーブルによる意

⾒交換を⾏った。講演では、棚橋乾（全国小中学校環境教育研究会）が「ESD ホールスクールアプローチの
実践と次期学習指導要領」という演題のもと、ホールスクールアプローチの要素（ビジョン、学校の運営、教室内
外の学び、設備と環境及び地域との連携）ならびにこのアプローチを持続する鍵（①教師が児童生徒主体の



 

探究的な学びの指導方法を⾝に付ける、②評価を⼯夫し、児童生徒が⾃⼰の成⻑に気付く⾃⼰評価をする、
③総合的な学習の時間を中⼼にESD実践の時間を確保する）について解説した。また、ラウンドテーブルでは、
「ESD のホールスクールアプローチ実現の鍵となるもの」というテーマのもと、櫻井美佐⼦（宮城県気仙沼市⽴階
上中学校）がこれまでの階上中学校の取組、ESD カリキュラムのデザイン、対話を軸とした実践紹介を⾏った。
また、市之瀬輝明（東京都板橋区⽴緑小学校）が都会の森を守り育てるための各学年の実践紹介の後、ホ
ールスクールアプローチ実現の鍵として、ビジョンの確⽴と方向性の明確化、システムの設計（持続可能な仕組
みづくり）、⼈材確保、広報の 4 つを指摘した。さらに⽮吹玲⼦（岡山県岡山市⽴後楽館⾼等学校）が教
科と総合的な探究の時間「岡山未来」を柱とした学校全体での ESDの取組について報告した。そして市瀬智紀
（宮城教育大学）が ESD のホールスクールアプローチに対する教員の課題意識ならびに気仙沼市内の学校が
進める ESD の地域連携について紹介した。ファシリテーターは藤井浩樹（岡山大学教職大学院）であった。 
成果︓※参加者の声など客観的な情報・データとともに記載すること。 

研修に参加した学校リーダーは、ESD 推進の鍵であるホールスクールアプローチを学ぶことにより、⾃らの ESD
実践の意味付けや捉え直しを⾏い、実践を発展させるための気付きを得た。このことは、「他校の実践を聞き、⾃
分の学校の ESD の特⻑に気付きました」といった発⾔に表れていた。また、教師としての⾃⼰アイデンティティーで
ある⾃⼰の「在り方」の発⾒や問い直しを⾏い、実践を発展させるための気付きを得た。このことは、例えば「学校
全体で（ESD に）取り組むには同僚と協⼒する必要があり、難しさとともにその良さも感じます」といった発⾔に
表れていた。このようにして、学校リーダーにおいて「豊かな気付きが醸成される学び」が実現したと考えられる。 

「NITS からの提案（第一次）」との関連における研修担当者としての気付き 
同提案では、「研修の目的」の在り方として「探究⼼を持ちつつ⾃律的に学ぶ」ことが掲げられている。また、

「研修目標の３要素」の一つとして「⾃らの教育実践の特徴や枠組みについて、気付きがある」こと、並びに「⾃
⼰の『在り方』について、気付きがある」ことが挙げられている。 

本研修に参加した学校リーダーは他校の ESD のホールスクールアプローチを学ぶことを通して、⾃校のアプロー
チを相対的に⾒ることができるようになり、その良さと課題に気付くことができていた。また、学校リーダーとしてのこれ
までの取組に⾃信を深めると同時に、取組の継続のために⾃分が果たすべき役目について気付くことができてい
た。こうした成果を研修担当者⾃⾝が気付くことができた。 
アイディアや工夫したこと︓※実際の様⼦がより分かるよう、必要に応じて写真や図を用いて説明すること。 
１．アイディア 

ESD のホールスクールアプローチは
ESD 実践のポイントの一つであるが、そ
の中⼼を担う学校リーダーへの研修の
機会はこれまでほとんど保障されてこな
かった。この課題はユネスコをはじめ世
界的に認識されており、ESD の継続発
展に必須と捉えられている。本研修は
これへの対応策を具体化した。 
２．⼯夫したこと 
（１）登壇者選び 

宮城教育大学とユネスコ・アジア文化センターと連携し、全国的に⾒て ESD のホールスクールアプローチの優良
事例と考えられる学校を、小・中・⾼等学校で各１校選び、学校リーダーである学校⻑に登壇を依頼した。 
（２）参加者の募集方法 

文部科学省及び⽇本ユネスコ国内委員会は、ユネスコスクールを ESD の推進拠点として位置付け、このネッ
トワークを活用して新しい教育内容や手法の開発を目指している。そこで今回の研修では、ユネスコスクールの催
しの機会を利用して、参加者を募集した。具体的には、令和 7 年 11 月 15 ⽇（土）に岡山大学で開催され
たユネスコスクール地方連絡会・地方セミナー、並びに同年 12 月 7 ⽇（⽇）に上智大学で開催されたユネスコ
スクール全国大会であった。また、ユネスコスクールの事務局であるユネスコ・アジア文化センターと連携し、ユネスコ
スクールのネットワークやユネスコスクール支援大学間ネットワーク（ASPUnivNet、令和 7･8 年度は岡山大学
が幹事校）を通じて、参加者を募集した。 

図２ ESD のホールスクールアプローチ
の実践紹介（櫻井氏） 

図１ ESD のホールスクールアプローチ
の説明するスライド（研修担当者） 


